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3 月
定例会

令和 3 年度補正予算、令和 4 年度
予算その他議案を可決承認

　3 月定例会は 3 月 8 日から 18 日まで開催、富士・東部広域環境事務組合議会議員選挙、条例改正（8

件）、指定管理者の指定（5 件）、令和 3 年度一般会計補正予算、特別会計補正予算（計 8 件）、令和 4 年

度一般会計予算、特別会計予算（8 件）、村道路線認定（1 件）、条例廃止（1 件）、新条例（1 件）、32 案

件を審議、原案通り可決しました。

　2 日目には指定管理者の案件と補正予算の可決、最終日にはその他の案件を審議可決しました。

おもな審議事項

　令和 3 年度特別会計補正予算、（7 件）議決

おもな財源（補正分）
村税（村民税他） �  345 万円
国庫支出金（国庫負担金他） �  466 万円
県支出金（県負担金他） � △ 409 万円
繰入金 （基金繰入金他）�  △ 697 万円

おもな使いみち（補正分）
総務費（総務管理費他）�  △ 3,146 万円
民生費（社会福祉費他）�  △ 1,369 万円
諸支出金（基金費）�  10,776 万円

　令和 3 年度一般会計補正予算 2,172 万円を追加し、総額 254,465 万円で議決

・議長による指名推薦で山口章議員当選

　富士・東部広域環境事務組合議会議員選挙

・道志川渓流フィッシングセンター、他 4 件

　指定管理者の指定を議決

　村道路線の認定（村道掛水線）

おもな財源
村税（村民税・固定資産税・入湯税他） �  

1 億 8,344 万円
地方交付税（特別交付税他） � 12 億 3,460 万円
国庫支出金 � 1 億 147 万円
寄附金 （人と自然が輝く水源の郷づくり道志村応援寄
附金他）�  2 億 3,681 万円

おもな使いみち
総務費（総務管理費・財産管理費他）�

 10 億 6,304 万円
民生費（社会福祉費・児童福祉費他）�  

2 億 6,450 万円
土木費（土木管理費・住宅費他）�  2 億 3,374 万円

　令和 4 年度一般会計予算、総額 27 億 4,958 万円で議決

　令和 4 年度特別会計予算 7 件を議決
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第 1 回
臨時会

・非課税世帯等に対する臨時特別給付金支給を可決
・子育て世帯への臨時特別給付金事業可決
・資格審査特別委員会の設置を議決

　第１回臨時会が 1 月 14 日に開催され、令和３年度道志村一般会計補正予算 2 件を可決承認しました。

おもな審議事項

　資格決定要求書取り扱いについて

　令和 3 年度道志村一般会計補正予算（第 6 回）

おもな財源（補正分）
国庫支出金 �  3,679 万円
一般財源 � 110 万円

おもな使いみち（補正分）
非課税世帯等に対する特別給付金事業�  1,860 万円
子育て世帯への臨時特別給付金事業�  1,929 万円

臨時会  議案等の質疑

Q   ２議案の臨時特別給付金事業の目的は

新型コロナウィルス感染症が長期化する中で様々な困難に直面

した方々に対し、速やかに生活・暮らしの支援を行う事を目的

に給付する。

Q   議員の資格決定について

4 名の議員から資格決定要求書が提出され８名で構成する「資

格審査特別委員会」を設置し審査する事としました。

Ａ

Ａ
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前年度比 2.4％増

歳出

総務費総務費

民生費民生費衛生費衛生費
商工費商工費土木費土木費

消防費消防費

教育費教育費

公債費公債費

農林農林
水産業費水産業費

歳入

その他その他

寄付金寄付金

繰入金繰入金

村税村税

村債村債

地方交付税地方交付税

国庫、県支出金国庫、県支出金

3,975 万円（1.4％）

皆さんに納めていただくお金
� 1 億 8,345 万円（ 6.7％）

  10 億 6,305 万円（38.7％）

2 億 6,450 万円
（9.6％）

国・県から交付され使える補助金
� 1 億 4,855 万円（5.4％）

 1 億 3,298 万円 
（4.8％）1 億 2,458 万円（4.5％）4,670 万円（1.7％）

  2 億 3,374 万円
（8.5%）

2 億 82 万円
（7.2%）

1 億 7,695 万円
（6.4％）

3 億 6,220 万円
（13.2％）

その他の内訳　　　　　
・繰越金　　　　　　    4,860 万円
・使用料及び手数料　    2,762 万円
・諸収入　　　　　　  �   704 万円
・分担金及び負担金　　� 457 万円
・その他の交付金、他     4,817 万円
・地方譲与税�      2,243 万円

合計　1 億 5,711 万円（5.5％）

横浜市から交付されるお金と
道志村応援寄付金など
� 2 億 3,681 万円 （8.6％）

道志村庁舎建設基金繰入金など 
� 1 億 5,912 万円（5.8％）

1 億 432 万円（3.7%）

村で使えるお金�
� 12 億 3,461 万円（44.9％）

議会費議会費諸支出金、予備費諸支出金、予備費

※　数値は万円単位に調整してあります。

村の借金（役場新庁舎他）
6 億 2,863 万円（22.9％）
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令和 4 年度   一般会計予算

27億4,958万円を可決

総　務　課　

●公 有 財 産 管 理 事 業 　　1,778 万円 ●庁 舎 維 持 管 理 事 業 798 万円
●広域常備消防事務委託事業 12,711 万円 ●役 場 新 庁 舎 整 備 事 業   56,265 万円
●防災行政無線管理事業 5,325 万円 ●消 防 団 活 動 事 業 1,065 万円
●災 害 対 策 事 業   698 万円 ●公 用 車 管 理 事 業 2,079 万円

ふ る さ と
振　興　課　 

●横浜市道志情報館事業 1,268 万円 ●ふ る さ と 納 税 事 業 14,636 万円
●移 住・ 定 住 促 進 事 業  532 万円 ●創 業 支 援 事 業  100 万円
●公 共 交 通 対 策 費  1,705 万円 ●サテライトオフィス誘致事業 6,354 万円

住民健康課　 
●社会福祉協議会運営事業 　　1,601 万円 ●重度心身障害者医療費助成事業  650 万円
●障 害 者 介 護 給 付 事 業 2,052 万円 ●コロナワクチン接種事業   891 万円 
●すこやか子育て医療費助成事業  456 万円 ●健 診 事 業   923 万円

産業振興課
●環 境 保 全 事 業 　　5,248 万円 ●観光施設等維持管理事業 1,173 万円
●農村地域防災減災事業  1,200 万円 ●村 道 新 設 改 良 事 業  2,065 万円
●橋梁長寿命化修繕事業 5,105 万円 ●森 林 環 境 譲 与 税 事 業 1,221 万円

教育委員会
●村 単 教 員 配 置 事 業 　　1,371 万円 ●英 語 教 育 推 進 事 業   923 万円
●スクールバス委託事業 3,339 万円 ●学 校 給 食 事 業  2,271 万円
●高等学校就学助成事業 408 万円 ●入 学 祝 金 支 給 事 業    92 万円

令和 4 年度  一般会計予算のおもな事業は

令和 4 年度  特別会計予算は
会 　計　 名 令和 4 年度予算 令和 3 年度予算 前年度比

国 民 健 康 保 険 2 億 7,242 万円 2 億 9,326 万円 △ 7.1％

国 民 健 康 保 険 診 療 所 1 億 3,635 万円 1 億 3,187 万円 3.4％

簡 易 水 道 事 業 1 億 63 万円 1 億 259 万円 △ 1.9％

介 護 保 険 1 億 9,938 万円 2 億 650 万円 △ 3.4％

介護保険サービス事業 79 万円  50 万円 59.2％

浄 化 槽 事 業 1 億 4,095 万円 1 億 2,046 万円 17.0％

後 期 高 齢 者 医 療 4,768 万円 4,640 万円 2.8％

合　　　計 8 億 9,823 万円 9 億 160 万円 △ 0.4％
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議案第 14 号

佐藤進 佐藤進 議員議員

議案の賛否・討論

　

道
志
村
交
流
促
進
施
設
、

道
の
駅
ど
う
し
は
、
こ
こ
数

年
村
か
ら
の
赤
字
補
填
を

一
般
財
源
で
行
っ
て
い
ま

す
。
前
年
度
に
施
設
の
改
修

を
行
い
売
り
上
げ
が
上
が

る
と
の
説
明
も
あ
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
年

度
も
本
定
例
会
に
お
い
て

千
二
百
万
円
の
使
用
料
の

減
額
補
正
予
算
案
が
提
出

さ
れ
、
経
営
の
改
善
は
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

村
の
自
主
財
源

が
少
な
い
中
で
の

補
填
は
財
政
の

ひ
っ
ぱ
く
を
今
以

上
に
厳
し
く
す
る

も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
27
年
6
月

定
例
会
一
般
質
問

で
村
長
が
「
あ
ま

り
に
も
経
営
状

態
が
改
善
さ
れ
な

か
っ
た
り
、
村
に

過
度
な
負
担
を
求

め
た
り
す
る
場
合

に
は
、
別
の
管
理

者
を
公
募
す
る
な

ど
の
対
応
も
必
要

に
な
っ
て
く
る
と

考
え
て
い
ま
す
。」

と
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
。

 　

こ
う
し
た
事
を
考
慮
し
、

指
定
期
間　

令
和
4
年
4

月
1
日
か
ら
令
和
7
年
3

月
31
日
ま
で
を
令
和
4
年

4
月
1
日
か
ら
令
和
5
年

3
月
31
日
ま
で
の
一
年
間

に
修
正
し
、
令
和
4
年
度
中

に
株
式
会
社
ど
う
し
に
変

わ
る
、
指
定
管
理
の
事
業
者

選
定
を
行
っ
て
い
た
だ
き

た
い
。

　

以
上
反
対
討
論
と
し
ま

す
。

道志村交流促進施設の指定管理の
指定についての反対討論

（
議
長
）

出
羽
和
平

−

大
田
博
文

○

佐
藤
　
進

×

杉
本
孝
正

○

白
井
勝
光

○

佐
藤
喜
章

○

佐
藤
　
徹

×

池
谷
銀
重

×

山
口
　
章

○

佐
藤
光
栄

×

議案第 14 号
道志村交流促進施設の指定
管理者の指定について

（議長は採決に参加しない）
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議案第 18 号
道志村一般会計補正予算（第７回）に
ついての反対討論佐藤光栄  佐藤光栄  議員議員

　

議
案
第
18
号
道
志
村
一

般
会
計
補
正
予
算
（
第
7
回
）

に
つ
い
て
反
対
討
論
を
行

い
ま
す
。

　

道
志
村
一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
7
回
）
の
歳
入
13

款
1
項
3
目
1
節
の
「
道

の
駅
ど
う
し
」
使
用
料

千
二
百
万
円
の
減
額
、
歳

出
7
款
1
項
2
目
18
節
の

「
道
志
の
湯
」
へ
の
補
助
金

一
千
万
円
に
つ
い
て
は
、
い

ず
れ
も
、
指
定
管
理
者
の
株

式
会
社
ど
う
し
の
運
営
方

法
に
起
因
し
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。　

  

客
入
り
が
減
少

す
る
中
で
も
、
他

市
町
村
の
同
様
施

設
に
お
い
て
は
、

様
々
な
取
り
組

み
を
行
い
集
客
を

図
っ
て
い
ま
す
。

「
道
の
駅
ど
う
し
」

に
つ
い
て
は
、
集

客
を
上
げ
る
、
運

営
の
改
善
も
見
ら

れ
ま
せ
ん
。

　

昨
年
度
同
様
、

赤
字
な
の
で
使
用

料
の
減
免
と
補
填

を
お
願
い
し
ま
す

と
言
わ
れ
れ
ば
、

予
算
化
し
て
そ
の

場
し
の
ぎ
を
し
て
い
る
と

し
か
思
え
ま
せ
ん
。

　

歳
入
13
款
1
項
3
目
1

節
の
「
道
の
駅
ど
う
し
」
使

用
料
千
二
百
万
円
の
減
額
、

歳
出
7
款
1
項
2
目
18
節

の
「
道
志
の
湯
」
補
助
金

一
千
万
円
に
つ
い
て
は
予

算
案
か
ら
削
除
し
、
修
正
を

お
願
い
し
ま
す
。

　

以
上
で
、
反
対
討
論
と
し

ま
す
。

議案の賛否・討論

（
議
長
）

出
羽
和
平

−

大
田
博
文

○

佐
藤
　
進

×

杉
本
孝
正

○

白
井
勝
光

○

佐
藤
喜
章

○

佐
藤
　
徹

×

池
谷
銀
重

×

山
口
　
章

○

佐
藤
光
栄

×

議案第 18 号
道志村一般会計補正予算

（第 7 回）に対する賛否

（議長は採決に参加しない）



議会だより　No.54 （8）

議案第 26 号

佐藤徹 佐藤徹 議員議員

　

令
和
3
年
度
道
志
村
一

般
会
計
予
算
に
は
計
上
さ

れ
て
い
た
道
の
駅
ど
う
し

使
用
料
千
二
百
万
円
が
令

和
4
年
度
一
般
会
計
予
算

に
計
上
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　

令
和
３
年
度
予
算
に
つ

い
て
は
、
使
用
料
を
払
え
る

だ
け
の
経
営
で
な
い
と
の

事
で
、
先
日
補
正
予
算
で

千
二
百
万
円
の
減
額
予
算

が
賛
成
多
数
で
議
決
さ
れ

ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
の
指
定
管
理

委
託
業
者
と
し
て
3
年
間
、

株
式
会
社
ど
う
し
に
「
道
の

駅
ど
う
し
」
の
運
営
を
引
き

続
き
任
せ
る
事
も
賛
成
多

数
で
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
め
か
ら
使
用
料
を
支

払
う
義
務
が
な
い
と
思
っ

て
の
運
営
だ
と
、
経
営
改
善

は
見
込
め
ま
せ
ん
。
道
の
駅

運
営
の
改
善
を
行
い
、
村
に

使
用
料
を
支
払
え
る
よ
う

に
、
企
業
努
力
を
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
も
、
昨
年
同
様

に
千
二
百
万
円
の
歳
入
見

込
み
を
行
う
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

次
に
、
公
用
車
新
規
購
入

費
の
村
長
車
購
入
に
つ
い

て
は
、
現
村
長
車
は
、
車
に

不
備
は
な
く
、
走
行
距
離
も

8
年
弱
で
6
万
キ
ロ
メ
ー

ト
ル
と
総
務
課
長
か
ら
の

説
明
が
あ
り
ま
し
た
。
一
年

間
に
8
千
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

位
の
走
行
で
あ
れ
ば
ま
だ

十
分
使
用
で
き
ま
す
。
中
型

ハ
イ
エ
ー
ス
は
使
用
頻
度

も
少
な
く
維
持
経
費
が
掛

か
る
た
め
、
必
要
時
は
レ
ン

タ
カ
ー
を
利
用
す
る
方
が

経
費
の
軽
減
に
つ
な
が
り

ま
す
。
以
上
の
事
か
ら
、
村

長
車
五
百
六
十
八
万
九
千

円
、
中
型
ハ
イ
エ
ー
ス

四
百
二
十
七
万
五
千
円
の

購
入
費
及
び
関
係
経
費
の

減
額
を
行
う
べ
き
だ
と
思

い
ま
す
。

　

次
に
、「
サ
テ
ラ
イ
ト
オ

フ
ィ
ス
改
修
整
備
費
」
で

す
が
、
改
修
計
画
が
は
っ

き
り
し
て
い
な
い
、
施
設

の
ラ
ン
ニ
ン
グ
コ
ス
ト

に
つ
い
て
も
考
え
て
い
な

い
、
入
所
見
込
み
も
な
い
中

で
の
、
事
業
執
行
は
リ
ス

ク
が
大
き
過
ぎ
ま
す
。
約

六
千
三
百
五
十
万
円
の
予

算
計
上
は
村
民
の
理
解
を

得
ら
れ
な
い
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。
大
き
い
事
業

を
す
る
に
は
、
施
設
の
改
修

計
画
に
つ
い
て
検
討
し
、
村

民
の
理
解
を
得
る
の
が
必

要
だ
と
思
い
ま
す
。
サ
テ
ラ

イ
ト
オ
フ
ィ
ス
改
修
整
備

費
及
び
関
係
経
費
の
減
額

を
行
う
べ
き
だ
と
思
い
ま

す
。

　

次
に
、
温
泉
施
設
無
料
入

浴
券
負
担
金
で
す
が
、
説
明

に
よ
る
と
無
料
入
浴
券
使

用
者
は
対
象
者
の
10
％
前

後
で
、
利
用
者
も
あ
る
程
度

同
じ
人
し
か
利
用
し
て
な

く
、
村
民
か
ら
は
不
公
平
だ

と
の
話
も
聞
き
ま
し
た
。
議

会
で
何
度
も
改
善
を
求
め

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
改
善

さ
れ
ず
予
算
案
に
計
上
さ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
財
源
は
、「
ふ

る
さ
と
納
税
の
寄
付
金
」
が

充
て
ら
れ
て
い
る
が
、
寄
付

者
は
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付

金
が
、
65
歳
以
上
の
道
志
村

民
の
道
志
の
湯
温
泉
施
設

無
料
入
浴
負
担
金
と
し
て

使
わ
れ
て
い
る
事
に
納
得

す
る
で
し
ょ
う
か
？　

利

用
者
も
少
な
く
不
公
平
感

が
あ
り
、
財
源
に
も
疑
問
が

あ
る
の
で
見
直
し
を
行
い
、

予
算
修
正
を
行
う
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
。

議案の賛否・討論

令和4年度道志村一般会計予算に
ついての反対討論
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議案第 26 号
令和4年度道志村一般会計予算に
ついての賛成討論佐藤喜章  佐藤喜章  議員議員

  

道
志
村
温
泉
施
設
無
料
入

浴
券
交
付
事
業
に
つ
い
て

は
、
村
在
住
の
65
歳
以
上
の

人
に
一
律
に
交
付
し
て
い

ま
す
。
村
民
の
福
祉
、
高
齢

者
医
療
費
の
抑
制
な
ど
に

寄
与
し
て
い
ま
す
。
議
員
の

皆
さ
ん
も
一
度
入
浴
し
て

く
だ
さ
い
。
本
当
に
い
い

湯
だ
と
実
感
し
ま
す
。
そ
の

う
え
で
近
所
や
知
り
合
い

の
人
を
誘
っ
て
み
て
く
だ

さ
い
。
利
用
率
は
確
実
に
上

が
り
、
一
人
で
も
多
く
の
村

民
が
健
康
で
長
生
き
し
て

も
ら
う
よ
う
議
会
一
丸
と

な
っ
て
取
り
組
ん
で
行
き

ま
し
ょ
う
。
村
で
必
要
と
し

て
い
る
デ
ー
タ
の
収
集
も

進
む
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

道
の
駅
ど
う
し
の
施
設

使
用
料
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
台
風
19
号
に
よ
り
国
道

四
一
三
号
が
神
奈
川
県
内

で
通
行
止
め
や
、
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
拡
大
の
影
響
に

よ
り
売
り
上
げ
が
下
が
り

続
け
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
施
設
使
用
料

の
減
免
を
行
い
ま
し
た
。
し

か
し
売
り
上
げ
が
下
が
っ

た
原
因
は
大
き
く
2
点
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
原
因
が
改

善
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
回

復
す
る
こ
と
は
目
に
見
え

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
終
息
を

見
据
え
、
指
定
管
理
者
で
あ

る
（
株
）
ど
う
し
の
従
業
員

の
皆
さ
ん
も
真
剣
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
村
民
や
観

光
客
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た

商
品
の
開
発
や
従
業
員
の

ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
も
取
り

組
み
長
く
愛
さ
れ
る
道
の

駅
と
な
っ
て
ゆ
く
こ
と
を

要
望
し
ま
す
。

　

村
長
の
言
わ
れ
る
よ
う

に
、
道
志
の
湯
、
道
の
駅
ど

う
し
は
村
の
宝
物
で
あ
り
、

み
ん
な
で
力
を
合
わ
せ
守

り
育
て
て
ゆ
く
こ
と
が
大

事
で
す
。

　

財
政
難
の
中
収
支
バ
ラ

ン
ス
の
と
れ
た
良
い
予
算

と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
可

決
後
は
す
み
や
か
に
予
算

を
執
行
し
経
済
活
動
な
ど

の
早
期
回
復
を
期
待
し
ま

す
。

　

こ
れ
で
議
案
第
26
号
令

和
4
年
度
道
志
村
一
般
会

計
予
算
に
つ
い
て
の
賛
成

討
論
と
し
ま
す
。

議案の賛否・討論

（
議
長
）

出
羽
和
平

−

大
田
博
文

○

佐
藤 

進

×

杉
本
孝
正

○

白
井
勝
光

○

佐
藤
喜
章

○

佐
藤 

徹

×

池
谷
銀
重

×

山
口 

章

○

佐
藤
光
栄

×

議案第 26 号
令和 4 年度道志村一般会計
予算に対する賛否

（議長は採決に参加しない）

道志の湯の休憩室道志の湯の休憩室
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サテライトオフィス改修工事についてＱ

Ａ 令和 2 年 4 月開設したサテライ
トオフィスは予算等の都合で思う
ような改修が出来ませんでした。
デジタル田園都市国家構想推進交
付金を使いサテライトオフィスの
充実を図り将来に備えていきたい
と思います。

●多額の一般財源を投資する改修の計画性と必要性は？

議案等の質疑ＡQ＆

ふるさと納税寄付金の現状と、
返礼品取扱い業者登録の手続
きの方法は

Ｑ

●ふるさと納税寄付金額・寄付件数・伸び率は

Ａ 新たなポータルサイト「ふるさとチョイ
ス」を追加しました。寄付金額は今年度
の目標をクリアし約 6 千 6 百万円に達し
ました。また返礼品も 130 品目を越え充
実し、対前年度比約 1.5 倍に達しています。
返礼品業者申し込みについてはふるさと
振興課で対応致します。

ふるさと納税寄附状況

改修予定のサテライトオフィス改修予定のサテライトオフィス

年度 寄附件数 寄附金額
平成 20 年度 8 件 1,080,000 円
平成 21 年度 3 件 600,000 円
平成 22 年度 7 件 190,000 円
平成 23 年度 3 件 210,000 円
平成 24 年度 4 件 543,377 円
平成 25 年度 10 件 494,463 円
平成 26 年度 16 件 175,000 円
平成 27 年度 14 件 290,000 円
平成 28 年度 50 件 695,000 円
平成 29 年度 64 件 801,000 円
平成 30 年度 383 件 4,469,000 円
令和元年度 1,629 件 16,646,000 円
令和 2 年度 2,526 件 45,758,605 円
令和 3 年度 2,800 件

（見込み）
65,000,000 円

（見込み）
合　計 7,517 件 136,952,445 円
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障害 者が利用する
福祉タクシー以外に
高齢者移動手段は

Ｑ

Ａ 障害者の行動範囲の拡大と
社会参加を促進する事を目
的に「道志村福祉タクシー
利用助成金事業」を定め福
祉タクシー利用の半額を負
担します。健常高齢者の移
動に付きましては制度上の
問題などを踏まえ検討しま
す。

●�免許返納者の移動手段は

議案等の質疑ＡQ＆

14 人乗りハイエースと村長車の新規購入の必要性はＱ
● 14人乗りハイエースはレンタカーで対応できないか

Ａ 村でマイクロバスに
変 わ る 14 人 乗 り ハ
イエースを所有する
ことによる利便性向
上のため買い替えが
必要と考えます。ま
た 14 人乗りハイエー
スの入れ替え時期に
ついては運転免許取
得者を増やすなど時
期を考えます。村長
車は長距離移動が多
いため必要です。 廃車予定のマイクロバス廃車予定のマイクロバス

道志村で開業の福祉タクシー道志村で開業の福祉タクシー
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議案等の質疑ＡQ＆

教育長交際費が教育委員会
交際費に計上された理由は

Ｑ

道志村温泉施設無料入浴券交付事業の利用率 up の
対策と「紅椿の湯」を利用対象にできないか？

Ｑ

●予算計上を明確に

●利用率 upの対策や民間施設の活用は

Ａ 慶弔費等の支出に使用する予定だった
が、来年度、交際費の支出基準及び公
表に関する要綱が作成される予定なの
で、教育長の交際費も要綱通りにしま
す。

Ａ 65 歳以上の全住民を対
象に無料入浴券を交付
することで、公平性の
確保、また事業への理
解と周知を行っていま
す。
本事業は令和 2 年 7 月
からスタートし、健康
保持や介護予防のため
に実施しています。医
療費の抑制や福祉増進
の参考資料として事業
の効果を検証したいと
考えております。「紅椿
の湯」を利用対象とす
ることについては、「道
志の湯」で検証した上
で検討してまいります。

道志村教育委員会道志村教育委員会

道志の湯道志の湯

紅椿の湯紅椿の湯
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●総務文教常任委員会 3月1日

　３月１日午後３時より、やまゆりセン

ター２階に於いてふるさと振興課長によ

る勉強会を実施しました。

　議員全員と職務のため議会事務局の出

席があり「第２期道志村まち・ひと・し

ごと創生総合戦略」

について説明を受け

道志村の人口問題に

ついて意見交換しま

した。 第２期総合戦略第２期総合戦略

議 会 活 動 報 告議 会 活 動 報 告

●資格決定審査特別委員会 1月14日・1月31日・2月9日・2月24日

議があり議長より付託された特別委員会

です。

　特別委員会の開催は今まで 4 回行われ

審議内容は議員の兼業禁止に関する調査

と審査です。

特別委員会の様子特別委員会の様子

　資格決定審査特別委員会の設置は、12

月 8 日、4 名の議員より、1 名の議員が

地方自治法第92条の２の規定（兼業の禁止）

に該当するかどうか、地方自治法 127 条

第 1 項の規定（資格決定の手続き）により

提出され、1 月 14 日に資格決定要求の会



議会だより　No.54 （14）

議会の考え

その結果今は

令和 4 年度中に野原側のトンネル掘削に着工する予定です。

トンネル予定地トンネル予定地

質
問

答
弁

議会の考え議会の考え
議会の考え

野
原
︑
大
渡
︑
月
夜
野

バ
イ
パ
ス
進
捗
状
況
は

県
に
問
い
合
わ
せ
し
た
と
こ
ろ
︑

現
在
は
大
渡
の
残
土
処
理
場
の

整
備
を
行
っ
て
い
ま
す
︒
今
後

は
月
夜
野
側
の
子ね

ッ
沢
に
橋
梁

を
架
け
︑
完
成
後
の
橋
梁
を
基

地
と
し
て
月
夜
野
側
か
ら
ト
ン

ネ
ル
掘
削
を
進
め
る
計
画
で
す
︒

その結果今はその結果今は

バイパスの早期着工完成により、安心安全な
道路交通網が整備され、村民の安全はもとよ
り観光客の集客にも大きな期待が持たれます。

あの一般質問は今…あの一般質問は今…あの一般質問は今…
令
和
2
年
6
月
定
例
会

＊令和 3 年

12/21（火）全員協議会

12/24（金）総合事務組合出納監
査（議長）

＊令和 4 年

1/8（土）道志村消防団出初式
（議長）

1/9（日）道志村成人式（議長）

1/14（金）令和 4 年第 1 回臨時会

1/21（金）総合事務組合出納監
査（議長）

1/31（月）第 2 回 議 員 資 格 決
定特別委員会

2/9（水）第 3 回 議 員 資 格 決
定特別委員会

2/14（月）総合事務組合定例会
（議長）

2/14（月）総合事務組合出納監
査（議長）

2/17（木）山梨県後期高齢者医
療連合議会

2/22（火）山 梨 県 町 村 議 長会
（議長）

2/24（木）第 4 回 議 員 資 格 決
定特別委員会

2/25（金）道志村消防委員会

3/1（火）広報常任委員会

3/1（火）議会運営委員会

3/1（火）総務文教常任委員会

12 月定例会以降の 

おもな活動
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道志村トラベル・ファンチケット道志村トラベル・ファンチケット

道
志
村
観
光
協
会

池   

谷
　
昌   

久

会

長

　

日
頃
よ
り
、
村
民
の
皆

様
に
は
、
当
協
会
の
活
動

に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

　

さ
て
、
観
光
協
会
は
、
現

在
56
名
の
会
員
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
民
宿
・
旅
館

や
キ
ャ
ン
プ
場
な
ど
の
お

客
様
の
誘
致
や
宿
泊
体
験

学
習
の
受
け
入
れ
窓
口
と

し
て
、
道
志
村
を
目
的
地

と
す
る
お
客
様
を
増
や
す

た
め
の
仕
組
み
作
り
、
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
2
年
12
月

よ
り
、
ふ
る
さ
と
納
税
返

礼
品
と
し
て
会
員
施
設
共

通
で
利
用
で
き
る
地
域
限

定
利
用
券
「
道
志
村
ト
ラ

ベ
ル
・
フ
ァ
ン
チ
ケ
ッ
ト
」

を
開
始
し
、
道
志
村
を
応

援
（
寄
付
）
し
な
が
ら
誘
客

で
き
る
仕
組
み
が
始
ま
り

お
客
様
の
誘
致
・

�

集
客
の
拠
点

団
体
紹
介

活
躍
す
る

ま
し
た
。

　

し
か
し
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、

団
体
の
受
け
入
れ
や
イ
ベ

ン
ト
の
中
止
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
、
観
光
事
業
は
苦

し
い
状
況
で
す
が
、
各
会

員
と
協
力
し
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
で
、
道
志
村
の
観
光
の

発
展
を
図
っ
て
い
き
ま
す

の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。
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広
報
常
任
委
員
会

委
員
長

杉
本
　
孝
正

副
委
員
長

山
口
　
　
章

委

員

佐
藤
　
　
徹

委

員

佐
藤
　
喜
章

がんばる人紹介がんばる人紹介がんばる人紹介
オートキャンプせせらぎ　満天の星の中で心の癒しを求めて

若葉のせせらぎ 紅葉のせせらぎぎ テントサイト

近
の
サ
ウ
ナ
人
気
も
あ
り
、

薪
の
需
要
量
増
加
、
供
給

量
不
足
に
よ
る
高
騰
な
ど
、

山
林
に
囲
ま
れ
た
道
志
村

に
お
い
て
は
新
し
い
ビ
ジ

ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
も
生
ま
れ

る
よ
う
に
思
い
ま
す
。

　

オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
ご

利
用
い
た
だ
い
て
い
る
方

を
は
じ
め
と
し
て
良
い
お

客
様
に
恵
ま
れ
口
コ
ミ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
の
広
が
り
と
、
昨
今

の
第
2
次
キ
ャ
ン
プ
ブ
ー

ム
の
お
か
げ
で
、
多
く
の
方

に
来
て
い
た
だ
け
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
お
客
様

の
お
話
に
「
此
処
に
来
て
、

夕
暮
れ
の
空
や
満
天
の
星
、

焚
火
を
見
て
過
ご
す
時
が
、

心
の
癒
し
で
あ
り
元
気
の

素
」
と
い
う
言
葉
が
多
く

聞
か
れ
ま
す
。

　

そ
の
言
葉
を
糧
と
し
て
、

利
用
者
の
皆
様
の
憩
い
の

場
と
な
る
よ
う
、
今
後
も

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

１
９
９
０
年
代
の
第
1
次

キ
ャ
ン
プ
ブ
ー
ム
の
際
、
4

面
あ
っ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
に

小
さ
な
苗
木
植
え
た
の
が
当

キ
ャ
ン
プ
場
の
始
ま
り
で
し

た
。
年
数
を
経
て
木
々
が
成

長
す
る
と
と
も
に
場
内
の
施

設
等
の
整
備
を
す
す
め
、
現

在
に
至
り
ま
す
。

　

お
客
様
の
キ
ャ
ン
プ
ス
タ

イ
ル
に
も
、
ヴ
ィ
ン
テ
ー
ジ

道
具
の
愛
用
や
ソ
ロ
キ
ャ
ン

パ
ー
の
増
加
な
ど
変
化
が

見
ら
れ
ま
す
。
以
前
は
少

な
か
っ
た
冬
季
の
キ
ャ
ン

プ
も
、
薪
ス
ト
ー
ブ
や
ポ
ー

タ
ブ
ル
電
源
等
の
利
用
に
よ

り
増
加
し
て
き
ま
し
た
。
最

オートキャンプせせらぎ
代表　池谷寿男さん

編
集
後
記

　

例
年
に
な
く
寒
く
厳
し

か
っ
た
冬
も
日
々
暖
か
く
な

り
草
木
も
芽
吹
き
、
桜
の
開

花
も
聞
こ
え
始
め
1
年
で
一

番
過
ご
し
や
す
い
季
節
に
な

り
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
第
6
波
の

終
息
も
見
え
始
め
、
ま
ん
延

防
止
等
重
点
措
置
が
解
除
さ

れ
、
本
村
に
お
い
て
は
3
回

目
の
ワ
ク
チ
ン
接
種
も
進
む

中
、
コ
ロ
ナ
禍
で
打
撃
を
受

け
た
村
内
経
済
の
活
性
化
に

議
会
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。
ま
た
、
議
会
だ
よ

り
も
村
民
の
皆
様
に
わ
か
り

や
す
く
読
ん
で
も
ら
え
る
よ

う
に
日
々
努
力
し
て
い
き
ま

す
。

（
杉
本
孝
正
）

●問い合わせ　☎ 0554-52-2603


